
⑮授業改善推進プラン

小41　町田市立相原小学校

・主体的に探求できるよう課題を
しっかり把握し、既習事項や生
活経験とつなげながら予想でき
るようICTを活用しながら話し合
い活動を充実させる。
・実験器具や観察対象の材料を
十分に準備し、観察実験の時間
を多く取り入れ実感を伴った理
解を図ることができるようにする。

社
会
科

算
数
科

・二学期より実験器具を使う学習
が増えるため、正しい器具の使
い方を学習する。また、児童が
主体的に学習活動に取り組み、
問題解決することができるよう予
想・実験・結果・考察・振り返りを
重視して実施する。

体験的な活動を基に、観察や地
域探検を行い、気付きや人との
関わりに重点をおいて取り組
む。主体的に観察、探検を行
い、中学年に向けての主体的な
態度を育む。

理
科

○実験器具を充実させ、実験や
観察を多く取り入れられるように
する。既習事項を全体で確認し
た上でそれらをもとに予想し 、児
童が主体的に問題解決に向け
て取り組み、実感を伴った理解
を図ることができるようにする。

中学年 高学年

各教科における課題を改善するための指導の重点

国
語
科

○ICTを活用した話し合いを学
習の中で行うことで学習を深め
ていくことができるようにする。
○漢字の学習を中心に基礎基
本の定着を目指していく。
○モジュールの時間を使い、基
礎学力の向上を行っていく。

・ICT活用にむけて、手書き入力
パッドを操作するため、正しい字
形で書けるよう文字指導を行う。
特殊音節を正しく表記できるよ
う、繰り返し練習をする。
・自分の考えを発表したり、簡単
な文で表現したりする機会を多く
設ける。
・プリント直し、漢字小テストを行
い、スモールステップで定着を
図る。

・週１回のモジュールの時間を活
用し、漢字の習得や言語に関す
る内容の習熟を図る。
・ICT活用を推進するための、文
字入力の基礎練習を、ローマ字
学習と関連付けて行う。
・他の人の考えと自分の考えを
比較したり、まとめたりすること
で、より考えを深められるように、
文章にまとめたり、発表したりす
る機会を多く設ける。

・教科書以外の文章や詩、短歌
や俳句など、さまざまな言葉や
文に触れる機会を増やし、語彙
力を増やす。
・短い文章を要約したり、文章に
対する自分の考えを書いたりす
る学習時間を設定する。
・週１回のモジュールの時間を活
用し、授業で習得が不十分だっ
た漢字や言語に関する復習を行
う。
・意見を交流する機会を増やし、
共同的な学習を通して考えを深
める。

学力調査の状況

・モジュールの時間を効果的に
活用し、前学年までの学習内容
の定着を図る。
・授業や家庭学習でnavimaを使
用し、基礎基本の定着を図る。
・ICT機器を活用し、図形領域等
で子供たちが視覚的にとらえら
れるようにする。
・習熟度別の少人数指導を行う
ことで、児童の実態に応じた学
習を行う環境を整える。

○どの学年も、資料集を効果的
に使ったり、画像の提示や教科
書の写真などから、情報を読み
解いたり、調べたりする活動を年
間を通して行う。また、各種の資
料を効果的に活用し、社会的事
象の意味などを解釈したり事象
の特色や事象間の関連を説明
したりするなどの活動を行う。

○四則計算を中心に基礎基本
の定着を目指していく。
〇少人数指導で習熟度授業を
行い、同質集団のなかで、個人
の考える力を伸ばすため、引き
続き習熟度別少人数指導を継
続していく。
〇ICT機器を随時活用し、視覚
的に学習を補う。
〇基礎学力の根底となる四則計
算力の向上は、モジュールの時
間を使って行っていく。

　国語では、語彙力が足りず文章の理解ができなかったり、相手に伝える力が足りていない。短い文章を
読ませたり、俳句や短歌のような様々な文章に触れさせたりすることが必要である。また、モジュール等の
時間を活用し、漢字の学習の充実も図り、基礎的な学力の向上を目指す。
　算数では、計算の問題には意欲的に取り組み、自信のある児童も多いが、「図形」や「変化と関係」の領
域での正答率が低くなっている。ICTを活用して実際に図形を動かしながら見たり、具体物に触れさせたり
して理解を深めていく。また、生活経験に結びつけて考えさせることで学習を身近なものとして考えられるよ
うにしていく。

見えてきた課題

・あさがおやミニトマトなどを育て
る活動を通して、植物の成長に
ついての基礎的な知識や成長
過程での気付きを体験的に学ば
せる。
・学校の環境や地域の自然環境
のよさに気付かせるための地域
の協力者と交流や地域の自然
環境を活用する機会を継続して
もつ。

・基礎基本の学習の定着を目指
し、おはじきやブロックなどの具
体物を用いて理解を深めさせ
る。
・時間を有効活用して、空いてい
る時間にnavimaを取り組ませ個
人の力を伸ばしていく。
・IＣＴ機器を活用し、教材提示な
どを工夫してや児童の考えを示
す。
・授業の導入と終末で計算プリン
トを行い計算力の向上を図る。

・ICT機器を活用し、資料を見や
すくすることで興味・関心を引い
たり、情報を読み取ることができ
るようにする。
・比較する資料を用意し、比べた
り、体験的な学習を取り入れるこ
とで情報や意義を読み取るよう
にする。
・学習課題の設定と振り返りを行
う。

・ＩＣＴ機器を活用し、画像や動
画などの資料提示を行い、児童
の気付きや理解につなげる。
・複数の資料から情報を読み取
る力を高めるため、全体で資料
の特徴を捉えたり、資料を見る
際の視点を提示したりする。
・１単位時間で学んだことを、短
い文章でまとめ、振り返る時間を
設定する。

・考える力を伸ばすため、習熟
度別少人数指導を行う。
・ICT機器を活用し、デジタル教
科書やグラフなどを掲示し視覚
的に学習を補う。
・基礎学力の徹底となる四則計
算力の向上は、学校や家庭で
navimaを使い、教師・保護者が
一丸となって習熟を図る。

　国語では、「話すこと・聞くこと」の正答率が全国平均を上回っている。一方で、「漢字」や「言語」に関する
問では、全国平均から２０〜３０ポイント下回っている。
　算数では、「数と計算」の領域では、正答率が高く、意欲的に計算に取り組もうとする様子が見られる。一
方、「図形」の領域では、正答率が全国平均に比べ１０ポイント下回っている。
　学力調査のアンケートでは、「難しいことでも、失敗を恐れずに挑戦している」と回答する児童が全国平均
を８ポイント上回っており、学習意欲の向上が見られる。一方で、「自分と違う意見について考えるのは楽し
い」と回答する児童は全国平均を１０ポイント下回っており、話し合いや考えを深める活動を行っていく必要
がある。

年度当初に設定した重点 低学年

授業をデザインする８つの取組について

ICT機器の活用 課題発見力・解決力や情報活用能力を伸ばす授業を展開する。

見通しをもたせる導入考えたり、探求し続けたりすることができる課題を設定する。

振り返りの設定 児童の言葉で自己評価をさせ、自己の変容と達成感を感じさせる。
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外
国
語
科

○外国語の音声や文字、語彙、
表現、文構造、言語の働きなど
について、日本語と外国語との
違いに気付き、これらの知識を
理解するとともに、読むこと書くこ
とに慣れ親しみ、聞くこと、話す
こと、書くことによる実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる
基礎的な技能を身に付けるよう
にする。

・友達やALTとのコミュニケーショ
ンを通して、外国語に慣れ親し
む意識を高める。
・読むこと書くことをとコミュニ
ケーションをつなげて学習し活
用できる技術を身に付けるように
する。
・単元の終末では、学習した表
現を取り入れたプレゼンテーショ
ンを行うことで、理解を深めたり、
技能を高めたりする。

体
育
科

○学習カードを活用し、毎時間
のめあてをはっきりさせて運動に
取り組ませる。また児童が習得
すべき技能を明確にして指導を
行い、個人差に応じた指導を行
う。
〇健康・安全については、一
層、自分の体調に目を向けさ
せ、児童が健康の保持増進に意
識をもてるようにする。

・学習カードや学習ボードを活
用し、毎時間のめあてをもって運
動に取り組ませる。
・カードに記入したり、あてはまる
記号を選んだりして、学習の振り
返りを行う。
・運動遊びの前後における体や
心の変化に注目させ、楽しくの
びのびと遊びに取り組めるように
する。

・学習カードを活用し、毎時間自
身のめあてをもって運動に取り
組ませたり、振り返り活動を行っ
たりする。
・個々にあった活動練習場所を
設置することで児童が自分で課
題にあった練習に取り組めるよう
にしている。
・主活動に応じた補助運動を行
うことで、児童が意欲をもって運
動ができるようにする。

・技の動きのポイントを明確に
し、児童の手本を提示したり、動
きを言語化したりしながら指導す
る。
・児童が教え合いながら、多様な
運動経験を積めるようにすると同
時に、運動を楽しむ経験を積め
るようにする。
・具体的で適切なめあてをもち、
児童同士の関わりを重視して活
動を工夫し、技能や体力を高め
るようにする。
・児童一人一人に目標を設定さ
せる。

家
庭
科

○作品作りでは、一人一人が到
達目標をもって制作に取り組む
ことができるように、十分な時間
を確保する。机間指導を通して、
配慮が必要な児童への細かな
対応を行う。
○調理実習では、安全指導を徹
底して行い、怪我や事故なく取り
組ませる。身に付けた知識や体
験したことを生かして実生活の
場でも楽しく過ごし、より豊かな
生活が送れるように指導する。

・作品作りや調理に関する学習
では、児童の安全を第一に考
え、道具の正しい使い方や作業
手順について動画などの資料を
活用して十分に理解させる。
・日常生活の中から問題を見い
だし、課題を設定させる。
・調理実習に向けて、調理時間
や味付けなどの計画を立てさせ
る。
・調理後の振り返りでは、工夫し
たことや新たな課題などについ
て振り返り、次の調理に生かせる
ようにする。

図
工
科

○図工ノートを作成し、プリント
学習やアイデアスケッチを行い、
思考の過程と深まりが見えるよう
にする。
〇ICT機器の活用を積極的に行
い、参考作品や制作方法を見
せ、スモールステップで進めるこ
とにより、見通しをもって計画的
に活動できるようにする。

・参考写真を見せたり、制作手
順を大型モニターで提示したり
することによって、わかる授業を
行う。。
・鑑賞会を行い、友人の作品の
良い点を発表したり、自分の思
いを発表する活動を行う。自分ら
しい表現を重視するとともに、他
の作品の表現のよさを味わわせ
る。

・参考写真を見せたり、制作手
順を大型モニターで提示したり
することによって、見通しをもっ
て意欲的に制作に取り組めるよ
うにする。
・図工ノートを作成し、プリントや
アイデアスケッチを行い、思考の
深まりと過程が見えるようにす
る。
・鑑賞会を行い、友人の作品の
良い点をワークシートに書いた
り、言葉で発表したりする活動を
行うことで表現のよさを味わわせ

・「めあて」「課題」「手順」を板書
し、一つ一つの意味やポイントを
確認しながら、導入を行う。今日
の授業で何を学ぶのか、見通し
をもって活動させる。
・図工ノートを作成し、プリントや
アイデアスケッチを行い、思考の
深まりと過程が見えるようにす
る。
・対話的鑑賞教育を実践し、論
理的思考やコミュニケーション能
力を身に付けさせる。

・主体的に探求できるよう課題を
しっかり把握し、既習事項や生
活経験とつなげながら予想でき
るようICTを活用しながら話し合
い活動を充実させる。
・実験器具や観察対象の材料を
十分に準備し、観察実験の時間
を多く取り入れ実感を伴った理
解を図ることができるようにする。

音
楽
科

○以前よりもさらに細分化したス
モールステップで進めることによ
り、意欲の持続と基礎的な学習
内容の定着を図る。友達と関わ
る場面を意図的に増やし、仲間
意識を高められるよう、グループ
活動を多く取り入れるようにし、
ひとつの曲を力を合わせて作り
上げる喜びを味わわせる。

・プロジェクターに1段や２段程
度、学習する場所のみを大きく
提示する。
・全体練習をゆっくりと行い、繰り
返し練習を重ねる。号車ごとの
少人数の発表を行い、できたとこ
ろを褒める。

・音楽室の前に合唱の曲を提示
し、後側に合奏の楽譜を提示す
ることで、今練習している場所を
わかりやすくする。
・全てのパートを、全員ができる
ように全体指導で時間をかけて
指導をしていく。

・音楽室の前に合唱の曲を提示
し、後側に合奏の楽譜を提示す
ることで、今練習している場所を
わかりやすくする。
・パートリーダーをたて、友達同
士の関わりの中で、お互いが高
めあっていける雰囲気を大事に
していく。

生
活
科

○木育に関連した具体的な活
動や体験を通して、自分と身近
な人々、地域及び自然との関わ
りに感心をもって活動に取り組ま
せる。
○探究的な活動形態を繰り返
し、児童一人一人が主体的に取
り組むことができるように指導計
画を立てる。

・遠足に行った際に炭焼小屋の
説明をしていただくなど、地域と
連携し、体験的な活動を通すこ
とで児童が興味をもって取り組
むことができるようにする。
・分かったことや体験したことを
絵日記や観察カードに綴り、そ
のとき感じた気持ちや様々な変
化に気付くことができるように振
り返りを行う。

・二学期より実験器具を使う学習
が増えるため、正しい器具の使
い方を学習する。また、児童が
主体的に学習活動に取り組み、
問題解決することができるよう予
想・実験・結果・考察・振り返りを
重視して実施する。

体験的な活動を基に、観察や地
域探検を行い、気付きや人との
関わりに重点をおいて取り組
む。主体的に観察、探検を行
い、中学年に向けての主体的な
態度を育む。

理
科

○実験器具を充実させ、実験や
観察を多く取り入れられるように
する。既習事項を全体で確認し
た上でそれらをもとに予想し 、児
童が主体的に問題解決に向け
て取り組み、実感を伴った理解
を図ることができるようにする。
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特
別
の
教
科
 
道
徳

○教科書を主たる教材として使
用し、計画的な毎週の指導に協
同的探求学習を取り入れながら
引き続き取り組む。〇道徳的諸
価値についての理解を基に、自
己を見つめ、物事を多面的・多
角的に考え、自己の生き方につ
いての考えを深める学習を継続
し、道徳的判断力を育成してい
く。

・教科書の題材から自身の生活
場面に関連付けることによって
自己の生き方について振り返る
時間をもてるようにする。
・個人での考えを周りと交流する
ことで、他者との違いを知り、自
己の考えを広げたり深めたりす
る場面を設定する。
・授業で学んだことを振り返りな
がら、実際に自分ができることを
考え、実践できるよう指導する。

・毎時間、道徳資料ごとの道徳
的価値を明確にし、児童の感じ
方、捉え方をもとにしながら、道
徳的価値に気付かせていく。
・ワークシートやICTを活用して、
よりよい考え方、生き方について
共有し、考えを広げたり深めたり
できるように、振り返りの時間をと
る。
・毎日の生活の中で、道徳で学
んだことが実践できるように指導
していく。

・毎時間使用するワークシートは
年間を通じて同一の形式とし、
題材について考える時間と、自
己の生き方について振り返る時
間が分かるようにする。
・個人での考えを小集団で交流
することで他者の考えを知り、自
己の考えを広げたり深めたりす
る場面を設定する。
・道徳の授業で得た考えが日々
の生活の中で実践できるよう、学
級指導を継続する。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○地域と協力して各学年で様々
な体験活動を行うことで、自ら課
題を発見し、自ら課題を解決す
る探究的な学習形態を経験させ
る。
○活動や体験を通して、自分と
身近な人々、地域及び自然との
関わりに感心をもって活動に取り
組ませる。
○探究的な活動形態を繰り返
し、児童一人一人が主体的に取
り組むことができるように指導計
画を立てる。

・地域と連携し体験的な活動を
取り入れることで児童が興味を
もって取り組むことができるように
する。
・資料や最初の課題の提示を工
夫し、疑問や知りたいことから新
たな課題を設定し、解決できるよ
うに学習を組み立てる。
・分かったことや体験したことが
らを日常生活で活用したり、どの
ような場面で活用されているかを
知ったりできるように振り返りを行
う。

・学習を通して学んだこと、考え
たことなどをＩＣＴ機器を活用して
まとめたり、複数で共有したりす
る時間を設定する。
・地域の人材や施設の協力のも
と、地域の特色を取り入れた体
験的な学習を行うことで、児童が
地域の一員としての自覚を高め
たり、地域のために自分たちが
できることを考えられるようにす
る。

外
国
語
科

○外国語の音声や文字、語彙、
表現、文構造、言語の働きなど
について、日本語と外国語との
違いに気付き、これらの知識を
理解するとともに、読むこと書くこ
とに慣れ親しみ、聞くこと、話す
こと、書くことによる実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる
基礎的な技能を身に付けるよう
にする。

・友達やALTとのコミュニケーショ
ンを通して、外国語に慣れ親し
む意識を高める。
・読むこと書くことをとコミュニ
ケーションをつなげて学習し活
用できる技術を身に付けるように
する。
・単元の終末では、学習した表
現を取り入れたプレゼンテーショ
ンを行うことで、理解を深めたり、
技能を高めたりする。

特
別
活
動

○集団の一員としてより良い人
間関係を築こうとする自主的、実
践的な態度を育てる活動として、
学級における係活動、たてわり
班活動、委員会活動、クラブ活
動に取り組む。集会委員会を中
心に児童集会を行っていく。ま
た、すべての活動を通して自主
的、実践的な態度を育てるよう働
きかけていく。

・一人一人がクラスに欠かせな
い存在であることを実感できるよ
うに当番活動を行う。
・２年生は、係活動を通して、協
力して計画したり、主体的に取り
組んだりする態度を育てる。
・より良いクラスを目指した話し
合い活動を通して、集団の一員
として良好な人間関係を築こうと
する態度を育てる。

・係活動に力を入れ、児童が自
主的な活動ができるようにサ
ポートしていく。
・ICTを活用し、活動の幅を広げ
ることでより実践的な活動が行え
るようにする。
・上級生の委員会や縦割り班な
どの活動から、どんな活躍をして
いるかを知り、感謝の気持ちをも
つとともに、上級生へ向けて活
躍しようとする態度を育てる。

・委員会活動やクラブ活動、縦
割り班活動を通して、高学年とし
ての自覚と責任、仕事のやりが
いを感じることができるよう、児童
が主体的に計画・実行できる環
境を整える。
・学級の課題について、協力し
て達成したり、解決したりできるよ
うに、お互いを尊重し合いなが
ら、自分の考えを明確にして話し
合えるような活動を取り入れてい
く。

外
国
語
活
動

○HRT（学級担任）単独型指導
のより一層の充実を目指し、研
修等を通して担任個々の英語指
導力の向上を図る。また、子供
たちが楽しく積極的に学べるよ
う、ゲームやインタビュー等の活
動をはじめ、ICTを用いながら視
覚・聴覚に訴える授業づくりを行
う。

・デジタル教材を活用し、発音や
発声のしかたに慣れ親しむよう
にする。
・アクティビティの活動を通して、
友達同士でコミュニケーションを
図れるようする。
・高学年の外国語科に向け、
ゲームやインタビュー等の活動
から興味関心を惹き付け、積極
的に学べるようにする。



⑮授業改善推進プラン

小41　町田市立相原小学校

とりあえず箇条書きしています。あとで文章化しま
す。・語彙力が不足している。→文章を正しく読み取
れない。→国語だけでなく、その他の学習でも内容の
理解につながらない。・資料から情報を読み取る力が
弱い、複数の資料を同時に見る力が弱い。・前学年
までに学習した内容が積み重なっていない。（漢字、
四則計算）

国語では、都と比較すると全体的に正答率が
低い。特に書くことの領域での正答率が低く、
問題に不慣れな傾向がみられた。話す・聞くの
領域では、都より２０ポイント低い結果となり、
苦手な傾向が見られた。思考力、判断力、表
現力等の領域の中では、読むことが６１．６％と
一番よい結果となった。漢字を書くことでは正
答率が比較的に高い。記述式の問題には、３
５．６％と不慣れな傾向が見られた。

・算数では、１６問中９．４問、都は、１０．７問と正答数での
違いは１問程度だが、平均正答率で比較すると、都より９
ポイント低い結果となった。問題別にみると、図形の領域
での正答率が５割を切り、不確かさが目立った。


